
北大阪健康医療都市 産学官民連携プラットフォーム（全体像）

OIL・イノベーションパーク
健都外企業、地域企業 等

健都レールサイド公園
健都ライブラリー 等

・会員制度管理、会員獲得
・住民ニーズの把握・集約
・実証フィールドの新規開拓

・健都内外の産学連携推進
・住民ニーズを踏まえた
イベント企画、製品開発 等

健都ヘルスラボ
サポーターズ（仮称）

“健都”共創支援オフィス（仮称）

セミナー・イベント、
モニター・実証の企画 等

異分野融合、事業化支援、
連携コーディネート 等

データ基盤・AIセンター、
バイオネットワーク 等

世界トップレベル
の研究環境整備

産学連携
環境整備

住民と産学
のマッチング促進

オープン・イノベーションの推進

健康・医療クラスター形成 健康・医療のまちづくり

まちぐるみでの健康増進・地域活性化

「新事業の創出」と「新たなライフスタイルの創造」で

国際級の複合医療産業拠点へ

ﾌｨｰﾙﾄﾞ活用事例の発信・提案

実証、ﾓﾆﾀｰの依頼

共創機能
（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

国循、健栄研、大学等 住民

産学連携
コーディネート窓口

2023年度（R5） 2024年度（R6）

●大阪・関西万博●ｱﾗｲｱﾝｽ棟Open(健栄研移転)

2025年度（R7）2021年度（R3） 2022年度（R4）

スケ
ジュール
（予定）

●ﾆﾌﾟﾛ／ｴｱ･ｳｫｰﾀｰOpen

共創支援オフィス運用・体制整備／法人化検討

ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞ制度構築

産学連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ窓口構築
産学官民による共創の取組推進

自立化に向けた取組推進(法人化含む)

住民ﾆｰｽﾞの提案、ﾌｨｰﾙﾄﾞ提供

住民ﾆｰｽﾞを踏まえたｾﾐﾅｰ、ﾓﾆﾀｰ事業

一体的運用

資料３



健都共創支援オフィスの法人化について

１．法人形態 一般社団法人を想定

２．法人の事業

①若手PIの育成環境の提供（セミナー等の周知、若手PIラボの管理など）
②健康医療データプラットフォームの運営
③健都コーディネート機能・実証の場の提供（イノベーション加速・異分野連携プラットフォーム）
④健都共創拠点（仮称）の運営

※法人設立後に国循共創の場支援オフィスで担う機能
・JST、文科省との総合窓口 ・共創の場の全体運営方針の決定、とりまとめ
・研究課題１－６の推進 ・オールスター研究センター（イメージングプラットフォーム含む）の運営

→ 安定した運営が見込める段階で法人へ引き継ぎ

３．事務局体制

共創の場の予算の範囲内で検討中（当初は事業による収益を見込んでいない）

新法人「健都共創支援オフィス」（仮称）について

新法人設立スケジュール（案）

4～６月 7～9月 10～12月 1～3月 R5年度

課題整理・事業内容決定

参画機関との調整

定款作成・設立手続等

関係者合意★

★法人設立

組織体制・執行部（理事等）検討

事業計画（年次計画）・予算計画検討



健都コーディネート事業及び健都ヘルスサポーター制度の統合について

① 窓口運営（窓口に関する健都内外への広報、問合せ受付・健都内各機関との調整）

② 視察対応

③ 国循・健栄研との連携

等の健都コーディネート機能について、R5年度から健都共創支援オフィスが担うことを前提に、大阪府において検討を実施

健都コーディネート事業

○ 健都ヘルスサポーター制度は、共創支援オフィスが受託する方向

※健都共創フォーラム・研究会は、次年度以降の方向性について、市において検討中

○ 加えて、専門的な解析、大学・研究機関との共同研究を前提とした実証事業等も担える体制について、共創支援オフィスで
検討中

○ 健都コーディネート機能において、実証事業の受付も実施

健都ヘルスサポーター制度

R4.5に、健都コーディネート機能（大阪府）・健都ヘルスサポーター制度（吹田市・摂津市）
の、健都共創支援オフィスへの統合実現に向け、関係者間で協議・調整を図るため、プロジェク
トチームを設置


